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OHDSI コラボレーター
• 学術、企業、政府
• 世界83カ国、６大陸

• 世界49カ国、530以上の
OMOP DBが作成済

• 重複を除いて推定８億人以上
• 2024/4/12現在、110個の

共同研究が登録



OMOP CDM



 同じ構造のデータが多数⇒Federation Analysys
Nを増やす。幅を広げる。

 共通ツール
ツールに組み入れられた他者の成果を
意識せずに利用できる。

 共通コミュニティ
同じ言葉でディスカッションできる。
他者の成果を(意識的に)そのまま利用できる。

 人材育成
ノウハウが蓄積する。
組織内部⇔組織外部の互換性が得られる。

CDMで可能になること

他者との
協力

あるいは
互換性

Power!



各人各拠点が自由に使えること
ライセンスや申込を必要としない

実際に広く使われていること
将来的に消えてしまわないように

リソースや支援組織（コミュニティ）があること

国際対応で自分たちの活動が世界と調和できること
今の時代はほぼ必須
Key: ボキャブラリ（ターミノロジー）

CDMのあるべき条件

OMOP
は満たし
ている



OMOPボキャブラリの特⾧



名称の説明
• OMOP オモップ

• 診療情報を格納するデータモデルの名称

• フルネームはOMOP Common Data Model （OMOP-CDM）

• かつてあったOMOPという名称の活動（FDAと米製薬業界の合同活動）にて策定
された規格をOHDSIが引き継いで発展させた。由来から今でもOMOP-CDMと呼
ぶ。OMOPの英語発音はオモップからオゥモップ。

• OHDSI オデッセイ
• OMOP-CDMを策定・活用するコミュニティの名称

• OMOP関連の基礎整備を行い、学術共同研究を促進している。

• 古代ギリシャの叙事詩Odyssey（古代トロイア戦争英雄の帰路の苦難辛苦物語。
英語表現）にちなむもので、同じ発音ができるようにと作られた短縮形。

• Odysseyは現代では⾧い冒険の旅といった意味に転用されている。コミュニティ
が成立するまでの紆余曲折を表すためOdysseyにちなんだとのこと。

• “Odyssey”と同じ発音をする趣旨から、日本語読みは「オデッセイ」。英語発音
は人/場面により異なりますが、オデシーからオゥデシー、オゥデッシー。



OHDSI がおこなっていること

ローカルな
構造と用語コード

の元データ

標準化された
患者レベル

データベース
(OMOP CDM)

標準化分析
(OHDSIツール)ETL

OHDSIデータパートナー１

防
御
境
界

元データ OMOP CDM OHDSIツールETL

OHDSIデータパートナー２
防
御
境
界

元データ OMOP CDM OHDSIツールETL

OHDSIデータパートナー３
防
御
境
界

元データ OMOP CDM OHDSIツールETL

OHDSIデータパートナーｎ
防
御
境
界

オープンな
データ標準

(OMOP CDM)

オープンソース
開発

(ODHSIツール)

臨床エビデンス
生成手順研究

要素手法研究

分析仕様
に基づく

事前プロトコル

標準化された
統計結果

のリポジトリ

共同で解釈 エビデンス
を広める

OHDSIデータネットワーク OHDSI共同活動

OHDSIコミュニティー

「ヘルスデータサイエンス入門」（朝倉書店）p.91より着色。 OHDSI Our Journeyにもあります。
Original: Hripcsak et al. Drawing Reproducible Conclusions from Observational Clinical Data with OHDSI. Yearb Med Inform. 2021 Aug.

OHDSI ネットワーク・スタディ

Open 
Science



信頼性の高いRWEの生成へ向けて

データベース品質評価信頼性確保のためのステップ

ePhenotyping評価 共通ツール例:IncidencePrevalence R package



信頼性の高いRWEの生成へ向けて
■RWD分析信頼性の評価■RWD分析信頼性の確保



1st Meeting
June 20th ,2019

2nd Meeting
Sep 5th - 6th,2019

3rd Meeting
Nov 19th ,2019

Mini-meet #1
Oct 29, 2019

Mini-meet #2
Dec 17, 2019 オデッセイ

ジャパンMini-meet #3
Jan 21, 2020

何度かの会合を経て

設立

2019年、OHDSI Japan つくりました



(1) 月次活動（イブニングカンファレンス等） この3月で52回
(2) 日本での展開の検討
(3) 他地域のOHDSIとのコミュニケーション

活動内容

課題

完全ボランティアで無リソースなので実務が担えない。
ボランティアに時間を割ける人もいない。

欧州、韓国など他の地域では実務団体がある。
⇒実務を担う協会を設立

www.ohdsi-japan.org 「ohdsi japan」で検索

分析できる状態に
するまでの諸作業

OHDSI Japanの活動と課題



■本協会の目的
医療データの 国際的な共通規格 を通じて、医療データ活用の検討、とりわけ複数拠点のデー

タを連携させて実施する各種研究・実務に寄与する仕組みを検討し、仕組みの共通化を図ること
により、医療データ活用をより広く推進し、健康向上をめざす社会に貢献すること。

一般社団法人
医療データ連携分析基盤協会FedAna.jp

■理事・監事
代表理事 平松達雄（国際医療福祉大学 教授）

理事 松本繁巳（京都大学 教授）
木村映善（愛媛大学 教授）
青木義明

監事 興梠貴英（自治医科大学 教授）

OMOP CDM

2023.3設立、非営利型の一般社団法人



一般社団法人
医療データ連携分析基盤協会FedAna.jp

■３事業
・共通基盤整備

OMOP BasicKit や data network
Vocabulary mapping

・研究者支援
OMOPを用いる分析研究支援・企画

・啓発普及活動
セミナー等

■「連携」がキーワード
•Federation Analysis
（連携分析、連合分析）

•OHDSI Japanとの連携
（実務部分を担う）

•会員企業との連携
•病院との連携
（FedAna OMOP network）

•利活用者との連携
•海外OMOP団体との連携
•非OMOPとの連携
（FHIR等）



まとめ

• 患者情報を守りながら、世界とつながるOHDSI/OMOP

日本のCommunity
• FedAna協会で実務

(基盤network作り)
• OHDSIでエビデンス作り

FedAna OHDSI


